
　
策
入
巻
　
　
研
　
究
　
　
維
薪
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て
（
下
）

者
残
後
）
…
七
二
七
年
に
あ
り
。
一
3
ー
ム
【
ζ
爵
が
そ
の
猫

文
原
本
を
本
國
に
て
出
版
せ
し
は
、
更
に
牟
世
紀
を
経
た
る

一
七
七
七
年
頃
り
。

ワ
レ
ン
タ
イ
ン
ノ
．
p
歪
＆
；
の
編
纂
せ
る
東
方
諸
費
志
の
刊
行

は
、
嚇
七
こ
六
に
し
て
ケ
ン
ペ
ル
の
口
繕
志
学
澤
本
刊
行
の

前
年
な
う
が
、
書
中
の
資
料
は
自
家
の
纏
歴
せ
る
所
に
あ
ら

す
し
て
、
主
に
百
年
繭
よ
り
こ
の
か
た
和
蘭
商
館
員
等
の
報

告
に
基
く
。

タ
シ
ヤ
ー
ル
弓
包
尉
即
．
畠
の
渡
邊
は
前
後
二
國
あ
り
。
初
渡
は

　
　
　
　
　
炉
即
一
二
雛
酬
　
　
　
王
難
　
（
四
一
八
）

　
「
六
八
五
年
（
貞
享
二
年
）
に
し
て
、
刃
渡
は
翌
々
年
に
あ
り
「

共
に
電
影
紀
行
あ
り
。
ク
ン
ペ
ル
以
前
の
記
ざ
す
。

サ
ト
ー
氏
が
一
八
八
四
年
及
八
五
年
に
亙
れ
る
在
蓬
時
代
に

目
邊
關
係
の
史
料
史
籍
を
集
め
で
孜
了
し
た
る
成
果
は
、
載

せ
て
日
本
漿
細
亜
協
會
報
告
第
十
三
巻
（
唱
八
八
七
、
明
治

十
七
年
）
に
あ
り
。
参
考
す
べ
き
所
最
も
多
し
。
又
澤
出
し

．
て
『
山
田
長
政
事
蹟
合
考
』
ミ
題
す
る
明
治
二
十
九
年
の
厨
刊

本
あ
り
。

維
新
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て
㈲

文
學
博
士

石

橋

五

郎

三

　
幕
末
に
於
て
計
器
の
執
り
た
る
誤
れ
る
経
濟
政
策
に
よ

り
て
、
我
國
の
輸
出
は
束
縛
せ
ら
れ
、
輸
入
は
促
進
せ
ら

れ
し
か
ば
、
其
結
果
は
勿
論
、
貿
易
額
の
上
に
も
現
は
れ

て
居
る
。

　
我
國
の
貿
易
額
が
幕
末
の
頃
幾
何
な
り
し
か
、
我
國
の

資
料
に
て
は
殆
ん
ご
信
…
序
す
べ
き
統
計
を
得
難
き
を
以
て

試
み
に
外
國
側
の
資
料
に
糠
り
之
を
暴
ぐ
れ
ば
、
左
の
通

り
で
あ
る
。



幕
末
に
於
け
　
る

外
國
貿
易
償
額

t－mmrau
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次

丈
　
久
　
三
　
年

一im1v一一重加L

兀

治

兀
1

E

年

　
脚

、

慶
　
慮
　
元
　
年

馳

慶
　
慮

一
年

餌輸
入ノ

港
名

田
嵐

十
三

計田
野

輸
入

計輪
出

輸
入

計

横

濱

　
　
　
　
　
　
　
弗

六
δ
O
O
、
㌶
Q
篇

ご、

纔
Z
七
、
八
五
二

八、

纔
Z
八
、
蹄
鉱
五

九
三
署
、
三
八

爺し

H
六
、
兇
O

一
四
，
八
九
　
、
七
〇
八

宍
、
八
六
七
．
九
二
三

轡
一
、
O
留
ご
、
八
六
七

二
九
、
八
九
九
、
七
九
〇

輪

禺
土
入

計

一

八、

續
ｪ
九
」
西
七

一
四
塾
二
四
嵐
、
七
一
へ

一
誓
一
」
｝
、
．
一
一
セ
九
六
流

長

崎

五ソ』

三　ミ

豊弗

六
〇
七
㌃
茜
四

一、

�
Z
〇
、
蕪
骨

9

一、

齟}

縺A

ｪ
九
二

一、

?
六
、
八
九
七

ご、

l
七
六
、
七
八
九

棊
Q
、
夫
七

｝、

齊
l
七
D
七
七
一

一、

ｵ
〇
八
，
五
五
八

一、
ｭ
五
、
ニ
ニ
へ

二
、
六
六
三
、
三
　
宍

脳
、
六
鉱
八
、
拡
六
四

醜

館

ニフヤ

フk
　　1

コ
孟弗

置b

O
ご

二
七
一
、
二
六
七

四
西
、
八
四
七

九
〇
、
克
七

吾
菰
、
六
四
四

翼
一
、
八
蓋

蓼
一
、
九
七
六

禿
軍
、
克
　

　
．

聾
『
三
型

．
．
．
○
、
九
三

猟
五
…
一
塾
漁
四
八

國

　
　
　
　
　
　
　
弗

六、

煖
縺
A
△
三

一
『
践
八oJ
曇
けノ㌔

δ
b
四
四
〇
、
証
九

δ
、
巻
『
九
悪

六、

緕
l
四
、
一
八
四

署
豊
八
七
六
、
璽

一
七
、
八
九
一
や
四
二
丑

一
四
b
L
一
蹴
、
六
一
四

璽
、
二
〇
國
、
三
九

＝
、
吾
五
、
益
O

宍
、
九
三
七
、
九
穴
七

二
八
、
四
四
蕊
、
七
七
七

悩｝
四

・
第
入
巷

研
　
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

維
新
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て
（
下
）

第
三
號

五
七
　
（
四
一
九
）

働



第
入
巷
　
　
研
　
究
　
　
維
薪
雪
後
に
於
け
る
鼻
國
貿
易
に
就
い
て
（
下
）

慶
　
慮
　
三
　
年

言卜　i綜　藤髪

　　　　入　嵩

第
三
簗

九，

ｵ
？
ハ
、
九
♀

F
、
O
O
八
、
七
八
五

「
三
、
七
七
、
六
九
二

一、

ｵ
七
凱
、
九
〇
二

戚
、
二
幅
、
九
念

七
、
〇
二
巴
、
八
八
九

六　

｢
、
八
室

二｝

ｪ、

M
菰
八

八
凱
七
、
四
元

五
八
　
（
四
二
〇
）

三
、
三
三
、
六
七
〇

一
八
、
凶
七
六
、
三
『
O

一
δ
、
六
〇
〇
、
O
O
O

備
考
本
葺
の
計
数
は
概
ね
該
當
各
年
の
英
國
青
書
に
嶽
り
た
る
も
、
青
書
に
は
横
、
濱
の
貿
易
額
中
文
久
三
年
乃
至
慶

　
慮
二
年
に
於
て
詳
細
の
撒
を
峡
く
を
以
て
、
此
期
間
だ
け
米
國
の
∩
。
冒
9
乱
離
労
象
二
。
霞
H
。
。
謡
に
存
す
る
計
数
を

　
探
る
。
但
し
米
國
の
統
計
は
暦
年
に
非
ざ
る
に
因
り
、
他
年
ご
の
比
較
稻
不
正
確
な
る
を
免
れ
す
。
儂
絡
輩
位
弗

　
は
當
時
の
爲
替
相
場
英
賀
三
五
志
に
當
る
。

之
に
擦
れ
ば
交
久
元
治
の
交
は
鍮
出
蛾
入
に
超
渦
…
す
れ
ざ

叡
・
本
命
中
に
は
海
外
よ
り
購
入
せ
し
船
艦
の
代
儂
を
含

ま
ざ
る
を
以
て
、
之
を
煎
ふ
る
時
は
輸
出
入
の
差
大
な
ら

ざ
る
べ
く
、
慶
慮
年
間
に
及
び
て
は
、
輸
入
は
漸
次
輪
譲

に
趨
過
し
、
剃
立
二
三
年
に
於
て
は
其
位
遇
額
著
し
き
高

に
上
っ
て
居
る
。
當
時
論
洲
に
は
獄
病
の
流
行
あ
り
％
彼

地
に
於
け
る
我
生
命
の
需
要
甚
だ
大
な
る
も
の
あ
り
、
茶

も
亦
飯
路
廣
く
、
加
ふ
る
に
班
謂
棉
花
飢
…
讐
に
困
b
て
我

棉
花
を
さ
へ
輸
毘
せ
し
程
な
れ
ば
、
我
楡
串
貿
易
は
非
常

に
有
利
の
時
期
な
り
し
に
、
其
輪
出
発
額
の
比
較
的
多
か

ら
ざ
b
し
は
、
主
ご
し
て
幕
府
の
輸
出
抑
舗
策
の
結
果
と

見
る
べ
く
、
輸
入
顧
が
漸
次
堰
翻
せ
し
は
、
乃
ち
閣
税
低

課
の
徐
侠
ご
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。

　
鋤
塗
薬
醜
類
の
趨
勢
は
難
治
年
代
に
入
b
そ
盆
々
甚
し

く
、
明
治
初
年
よ
り
同
十
三
年
頃
迄
は
殆
ん
ご
連
年
輪
入

は
門
出
に
超
過
し
、
超
過
峯
楡
再
話
の
一
割
七
分
乃
至
十

三
割
の
多
き
に
及
ん
で
居
る
。
（
大
日
本
外
國
貿
易
三
十
七

年
封
照
表
）
o
こ
は
勿
論
明
治
維
赫
に
因
る
外
物
需
要
の
急

蚕



な
り
し
爲
め
ご
は
云
へ
、
其
遠
因
は
幕
府
の
閣
税
政
策
を

誤
り
し
結
果
た
る
は
明
か
で
あ
る
。
此
事
は
既
に
明
治
初

年
に
於
て
氣
付
か
れ
、
同
四
年
岩
倉
大
使
海
外
派
蓬
の
際
、

井
上
大
面
…
大
輔
、
吉
田
大
藏
少
輔
の
連
暑
を
以
て
正
院
へ

進
言
せ
し
中
に
、

　
是
迄
年
々
輪
入
の
輸
撫
に
倍
せ
る
は
、
全
く
税
法
拙
に
し
て
加

　
る
に
是
を
條
約
書
に
附
属
せ
し
め
、
階
勢
の
愛
冠
物
儂
の
高
低

　
に
從
ひ
時
々
璽
止
を
舶
へ
風
儀
も
難
関
成
慮
よ
り
起
り
候
儀
に

　
て
、
申
す
も
不
及
事
に
候
得
共
、
若
覗
在
の
通
り
に
三
五
年
を

　
経
ば
、
内
國
の
濃
業
も
過
去
は
廃
棄
に
至
り
、
尋
で
全
國
嚢
耗

　
に
立
至
可
申
は
必
然
の
事
に
被
存
候
（
大
藏
省
文
害
窮
）
。

ご
言
っ
て
居
る
事
を
見
て
も
知
る
こ
ご
が
出
來
る
の
で
あ

る
。

　
何
れ
仁
し
て
も
幕
末
に
於
て
は
、
幕
府
の
貿
易
政
策
其

宜
し
き
を
得
す
、
我
國
の
貿
易
は
振
興
せ
ざ
り
し
か
ば
、

嘗
て
我
國
に
通
商
を
強
要
せ
し
欧
米
面
当
も
，
如
露
期
に

反
せ
リ
ド
　
H
児
え
、
臨
監
碓
岬
二
年
…
叢
誌
關
剛
山
人
使
館
霊
園
記
一
宣
H
シ
ド
ニ

　
　
　
第
八
谷
　
　
研
　
究

一
、
ロ
コ
シ
ク
（
し
Q
凶
α
蓉
）
．
ピ
0
8
0
H
＾
）
の
報
告
に
蝶
れ
ば
、

横
濱
在
留
の
外
商
等
の
中
に
は
、
將
に
開
か
れ
ん
こ
す
る

兵
犀
大
阪
の
將
來
を
悲
黒
し
、
弓
庭
に
彼
等
が
店
舗
を
開

く
も
、
其
利
盆
は
果
し
て
店
費
を
償
ひ
得
る
や
は
疑
は
し

く
、
日
本
の
貿
易
は
從
來
の
三
開
港
（
横
車
、
長
崎
、
画

館
）
に
て
十
分
野
ら
す
や
ご
の
意
見
を
塾
せ
る
も
の
あ
り

し
ご
云
へ
ば
（
青
書
一
八
六
七
年
度
）
、
藤
壷
の
貿
易
が
決

し
て
盛
な
ら
ざ
り
し
状
況
を
窺
知
す
る
こ
ど
が
出
摩
る
の

で
あ
る
。
而
し
て
此
等
は
主
こ
し
て
幕
府
の
貿
易
政
策
の

影
響
ご
信
ず
る
の
で
あ
る
。

維
新
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
蕊
い
て
（
下
）

四

　
幕
府
が
貿
易
政
策
を
誤
り
順
當
な
る
貿
易
の
登
達
を
阻

止
し
た
る
こ
ε
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
更
に
幕
府
は
永
き

鎖
國
に
因
り
て
養
は
れ
た
る
経
濟
思
想
の
幻
惑
或
は
無
識

の
締
め
に
幕
末
の
外
國
貿
易
は
更
に
非
常
な
る
不
利
を
我

國
民
の
上
に
輿
へ
て
居
る
。
そ
は
師
ち
幕
宋
に
於
け
る
正

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
九
　
（
四
一
二
）



　
　
　
鎮
八
巻
　
　
研
　
究

貨
の
流
撮
で
あ
る
。

　
安
政
五
年
幕
府
が
結
び
だ
る
亜
米
利
卿
蓮
商
條
約
第
五

條
に
於
て
、

　
外
園
の
請
有
蓋
は
日
本
貨
幣
同
種
類
の
嗣
量
を
媒
て
通
用
す
べ

　
し
（
金
は
金
銀
は
銀
ミ
量
口
を
以
て
比
較
す
る
を
云
）
、
墜
方
の

　
國
入
互
に
物
音
を
償
ふ
に
、
日
本
ε
外
絶
勝
の
貨
幣
を
用
ゆ
る

　
妨
な
し
。

ε
あ
り
。
長
崎
の
唐
蘭
貿
易
に
於
て
認
め
ざ
り
し
貨
幣
仲

介
貿
易
を
許
し
、
外
診
貨
幣
の
内
國
蓮
用
を
認
め
た
の
で

あ
る
Q
然
る
に
當
時
我
幣
制
に
擦
る
金
銀
の
比
婆
は
約
一

醤
六
の
割
合
な
り
し
か
ば
、
比
峯
我
ざ
異
な
り
約
一
甥
十

五
な
り
し
幾
界
市
場
へ
金
貨
の
流
罪
せ
し
こ
ε
當
然
に
し

て
、
之
が
爲
め
我
國
が
失
ひ
し
金
貨
の
量
は
莫
大
に
鞭
つ

元
の
で
あ
る
。
此
安
政
の
金
貨
流
出
額
に
就
き
て
は
諸
説

厩
々
に
し
て
、
算
者
は
…
舟
歌
の
多
き
に
及
ん
だ
こ
云
ふ

て
居
る
，
（
國
家
風
會
…
雑
誌
第
四
憲
第
四
十
二
號
阪
谷
博
士

論
文
）
。
法
學
士
池
部
能
…
男
氏
は
「
安
政
ノ
貨
幣
事
情
」
（
國

維
新
前
後
に
於
げ
ろ
外
瞬
貿
易
に
就
い
て
（
下
）　
　
　
　
　
　
　
第
「
一
二
號
　
　
　
　
山
口
○
　
　
（
閃
［
ニ
ニ
）

家
學
會
難
誌
第
六
憲
第
七
十
入
一
九
號
…
）
に
於
て
，
暫
時

我
國
の
金
銀
潮
溜
は
淡
し
て
一
線
六
弱
に
非
す
、
其
市
償

は
一
醤
】
○
・
一
四
乃
至
∴
五
去
＝
に
し
て
隊
米
の
市
償

ご
大
差
な
き
故
、
流
出
の
量
も
之
に
準
じ
て
考
ふ
べ
し
ご

て
、
生
こ
し
て
纒
濟
學
上
の
理
論
よ
り
E
額
流
田
に
疑
を

鋏
ん
で
居
る
。
然
し
當
時
内
外
市
償
の
甚
し
き
懸
隔
に
よ

り
、
我
金
貨
の
非
常
に
流
串
せ
し
こ
ご
は
、
天
時
を
去
る

遽
か
ら
ざ
る
青
書
に
散
見
し
て
居
る
か
ら
、
自
分
は
之
を

事
實
ご
認
む
る
。
唯
其
額
は
阪
谷
博
士
の
説
の
如
き
亘
額

に
は
非
ざ
り
し
こ
ご
は
、
幕
府
が
之
に
封
し
直
ち
に
湘
當

の
白
糟
策
を
講
せ
し
こ
ご
に
よ
り
て
推
察
す
る
。
然
し
流

撫
せ
し
金
貨
の
事
は
叢
に
姑
く
措
き
青
書
の
記
す
所
に
よ

れ
ば
、
當
時
流
出
せ
し
も
の
は
金
貨
の
外
銅
貨
も
亦
頗
る

多
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
明
治
四
年
横
濱
駐
在
…
英
國
爾
領

事
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
（
H
四
●
　
戸
○
げ
①
憎
叶
q
Q
O
P
）
は
本
國
に
封
ず
る
報

告
に
於
て
、
濱
横
開
港
瞬
時
日
本
に
て
は
洋
銀
一
躍
に
つ

き
銅
銭
四
千
九
百
七
十
六
文
替
な
り
し
に
、
支
那
に
て
は



入
百
交
乃
至
一
千
文
に
過
ぎ
ざ
り
し
故
、
外
商
等
は
箏
ふ

て
洋
弗
を
輪
入
し
、
目
本
の
銅
銭
を
支
那
に
輸
出
し
、
三

十
入
園
の
E
利
を
占
め
、
聰
く
し
て
銅
銭
は
互
額
の
流
拙

を
見
た
り
ご
記
し
て
居
る
。
年
下
の
餓
幾
は
條
約
上
禁
せ

ら
れ
居
た
れ
ご
も
．
密
楡
斑
せ
ら
れ
し
も
の
こ
見
ゆ
る
。

耐
領
事
報
告
の
年
は
横
濱
開
港
を
去
る
稚
遠
き
も
、
相
當

の
根
蝶
に
よ
り
て
本
國
政
府
へ
報
告
せ
し
も
の
こ
信
ず
る

を
以
て
、
良
分
も
亦
之
を
認
む
る
の
で
あ
る
Q

　
兎
に
角
開
國
に
逸
り
て
幕
府
の
逸
楽
思
想
麩
に
貨
幣
に

關
す
る
智
識
の
敏
乏
せ
る
澄
め
に
我
國
民
の
経
濟
生
活
上

に
意
外
の
大
害
を
與
へ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
黙
黙
は
贋

治
政
府
の
當
患
者
ご
錐
も
路
同
機
に
し
て
、
之
が
爲
め
明

治
初
年
の
貨
幣
制
度
は
朝
食
幕
改
甚
だ
混
融
を
呈
し
、
横

濱
駐
在
の
英
領
仁
座
を
し
て
「
日
本
政
府
は
欧
洲
諸
鐙
が

既
に
久
し
き
以
前
に
其
非
を
畳
b
如
何
な
る
國
ざ
錐
も
敢

て
せ
ざ
る
幣
制
を
行
ふ
」
ご
嘲
ら
し
め
し
は
又
是
非
も
な

き
次
第
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
箪
入
局
　
　
研
　
究

維
新
前
後
に
於
け
ろ
外
園
貿
易
に
就
い
て
（
下
）

五

　
以
上
説
く
燐
に
因
り
て
開
國
以
後
我
園
の
外
國
貿
易
は

我
下
民
の
経
濟
生
浴
上
よ
り
槻
れ
ば
失
敗
の
歴
吏
な
る
を

知
る
こ
ご
が
出
　
來
る
が
、
殊
に
幕
末
に
於
て
は
外
國
貿
易

は
唯
少
数
の
富
者
武
士
階
級
を
醸
せ
し
の
み
に
て
、
｝
般

民
衆
は
其
葱
澤
に
浴
す
る
こ
せ
少
な
く
、
唯
僅
か
に
心
慮

二
年
我
米
作
凶
蹴
に
し
て
米
墨
暴
騰
せ
し
時
、
幕
府
は
香

港
面
貢
よ
り
外
米
を
輪
戯
し
窮
民
を
賑
は
せ
し
蒔
の
み
、

民
衆
は
鵬
貿
易
の
利
を
知
り
し
が
如
く
で
あ
る
。
さ
れ
ば

明
治
維
新
こ
な
っ
て
も
．
一
般
人
民
は
樹
ほ
貿
易
の
利
を

解
す
る
も
の
少
な
く
、
兎
も
す
れ
ば
之
を
鋭
ふ
如
き
薫
風

あ
り
し
が
如
く
、
明
治
二
年
加
藤
弘
藏
…
（
弘
之
博
士
の
前

名
）
の
著
は
せ
る
「
交
易
問
答
」
の
序
に
は
左
の
如
く
記
し

て
居
る
。

　
（
薗
略
）
朝
政
一
新
の
時
に
鷹
り
て
も
敢
て
其
診
を
探
り
給
は

　
す
、
夏
に
各
國
、
こ
條
約
を
綜
び
互
市
揚
を
塒
擁
し
，
ま
す
ノ
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
山
ハ
一
　
（
四
二
三
）



　
　
　
倉
入
壱
　
　
研
　
究

　
貿
易
ル
廣
評
副
せ
ん
隔
こ
し
給
、
一
、
鴫
呼
盛
な
り
、
こ
い
・
命
べ
し
“
誰
動
』

　
れ
噛
ご
伽
空
論
を
株
守
し
、
頑
論
を
主
張
す
る
者
少
か
ら
す
、
加

　
之
市
井
の
細
民
す
ら
爾
ほ
鋲
擾
を
是
、
こ
し
て
逼
商
を
非
ミ
す
る

　
者
＋
の
七
八
に
下
ら
す
（
下
略
）
。

叉
本
論
に
射
て
｝
般
民
衆
中
の
隷
貿
易
論
を
代
表
す
る
主

入
公
頑
六
の
口
を
籍
）
て
曰
く
、

　
（
二
各
」
田
一
）
或
先
生
の
御
話
に
、
元
三
此
日
本
く
」
云
ふ
郷
國
は
紳

　
國
で
御
座
る
か
ら
、
日
本
入
の
智
慧
書
い
ふ
者
は
中
々
醜
夷
等

　
の
及
び
も
な
い
こ
ミ
で
、
物
事
何
も
角
も
十
分
に
備
っ
て
、
飼

　
　
一
つ
不
足
の
な
い
ミ
云
ふ
世
界
随
一
の
國
だ
そ
う
で
ご
ざ
る
。

　
そ
こ
で
慾
の
深
い
灘
…
夷
等
は
己
が
國
が
悪
事
で
物
事
何
も
角
も

　
不
足
だ
ら
け
だ
物
だ
か
ら
、
世
界
中
の
蛍
光
か
ら
唯
一
つ
の
日

　
賢
聖
を
目
掛
て
煮
て
、
彼
奴
等
が
國
の
何
の
盆
に
も
立
な
い
品

　
物
を
持
越
し
て
、
日
本
の
結
構
な
品
を
買
塾
し
、
追
々
9
本
の

　
九
品
を
貿
恥
し
て
日
本
人
を
弱
ら
せ
、
結
局
に
ほ
日
本
の
御
臨

　
ま
で
も
彼
奴
等
が
物
に
し
や
う
・
こ
い
ふ
不
厨
親
仁
な
る
企
を
す

　
る
の
で
ご
ざ
る
（
下
略
）
。

此
の
非
貿
易
論
は
勿
論
要
望
の
鎖
擾
主
義
の
除
波
で
は

維
新
葡
後
に
於
け
る
外
購
貿
易
に
就
い
て
（
下
）　
　
　
　
　
　
　
　
餓
ヴ
一
二
號
　
　
　
　
一
難
ニ
　
　
（
四
二
日
目
）

あ
る
が
、
池
田
時
國
を
開
き
て
既
に
十
三
年
、
民
衆
の
多
薮

が
伐
ほ
職
種
の
僻
見
を
抱
き
、
加
藤
博
士
を
し
て
啓
蒙
浬

動
の
一
、
呈
し
て
此
蓮
作
を
な
さ
し
め
し
虚
を
見
れ
ば
、
少

く
こ
も
ま
だ
貿
易
の
利
が
民
衆
に
徹
底
せ
ざ
り
し
こ
ご
を

知
る
べ
く
、
維
新
前
後
の
外
國
貿
易
が
一
般
三
際
の
経
濟

生
活
上
に
は
ま
だ
康
驕
を
齎
ら
さ
ざ
）
し
讃
左
ざ
見
る
こ

ご
が
出
自
る
の
で
あ
る
Q

　
然
し
な
が
ら
凝
っ
て
之
を
一
般
就
會
生
濃
或
は
我
國
の

文
化
嚢
蓬
の
上
よ
り
翻
れ
ば
、
假
倉
當
時
の
貿
易
殊
に
輪

入
貿
易
が
、
富
者
武
士
等
の
利
と
な
b
し
と
は
云
へ
、
之

が
爲
め
我
文
化
を
啓
漏
せ
し
こ
ご
勿
論
に
し
て
、
幕
末
の

頃
既
に
大
都
市
の
市
民
は
欝
凄
に
泰
西
の
文
物
に
接
鰯
し

大
に
其
生
．
活
を
欧
化
せ
し
こ
ど
は
、
前
記
英
書
記
官
マ

コ
ジ
ク
が
慶
鷹
三
年
大
阪
市
を
警
察
せ
し
記
逃
に
よ
り
て

知
る
こ
ご
が
鵠
選
る
。
今
其
原
文
を
爆
ぐ
れ
ば
左
の
蓮
む

で
あ
る
。

　
　
磯
2
ヨ
⑩
旨
轟
轟
♂
魯
⑳
2
叶
○
＄
港
○
需
碧
。
鉱



9

～

　
　
O
一
〇
臨
回
①
ω
巴
O
跡
q
ノ
＜
一
理
μ
一
雨
O
一
儀
畦
O
ω
霞
ρ
貯
審
・
　
円
ぴ
Φ
一
・
O

　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
置
巳
「
＄
血
蜜
斜
貯
δ
鴨
自
・
ぼ
○
ω
鉱
寅
ぴ
門
①
く
。
蔓
窪
貯
⑳

　
　
8
器
蒔
♪
冷
。
出
9
℃
9
搾
o
h
け
。
や
び
o
O
器
什
。
餌
Ω
o
器
く
9

　
　
〆
ぐ
9
叶
O
ザ
　
蹄
O
ヨ
鋤
O
巴
白
O
O
門
○
一
創
毒
凶
昌
山
q
α
O
厭
け
○
簿
ぴ
O
詳
δ

　
　
　
　
　
㌧

　
　
O
h
o
冨
8
嚇
⑳
器
旧
び
巴
。
。
・
O
h
竃
鍵
ざ
財
①
。
・
叶
2
σ
q
o
o
無
。
・

　
　
錠
①
8
び
。
し
・
Φ
2
。
。
3
p
融
昌
σ
q
貯
昏
①
創
O
o
ヨ
、
9
搦
。
州

　
　
≦
び
O
δ
い
巴
Φ
　
｝
δ
q
ω
○
ω
　
甫
び
陣
δ
　
鵠
μ
蝕
・
O
　
僧
巴
O
　
ω
ヨ
ゆ
＝
2
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏

　
　
ω
財
。
陽
づ
、
ぼ
。
財
巴
B
O
。
。
け
。
拷
。
蜜
鉱
く
。
ぢ
鳥
。
＜
0
8
窪
o
B
－

　
　
も
Q
美
く
①
ω
け
O
臨
戸
O
樽
○
叶
P
隠
O
h
昌
昌
も
D
O
色
㌶
匿
Φ
O
諸
ω
　
∂
h
甑
q
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
σ
q
o
o
似
ω
・
臼
、
三
二
錠
。
二
一
H
瓢
。
・
讐
9
g
一
跨
β
o
識
ノ
く
窪

　
　
三
碧
♂
畦
蔓
M
影
瓢
く
Φ
℃
げ
9
0
四
韓
℃
箒
誘
貯
夢
。
鉱
馨

　
　
○
馨
匙
μ
冒
m
昏
①
騨
す
錺
Φ
。
・
M
豆
霧
0
9
磐
儀
9
¢
露
8
巴
。
。

　
　
跨
0
9
9
げ
h
O
”
儀
　
9
鋤
儀
O
臨
　
O
h
　
麟
器
ヨ
　
一
回
鼠
⇔
q
　
瓶
乱
一

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
0
8
門
も
舞
δ
嵩
一
昌
。
＜
o
q
ω
嘗
H
o
O
h
覧
δ
叶
○
σ
q
毒
覧
毫
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
ほ
ぼ
ω
ワ
切
劉
δ
騨
0
9
（
　
剛
G
Q
ひ
漕

　
此
交
は
能
く
大
阪
に
於
け
る
舶
來
品
使
用
の
盛
な
弓
し

標
を
寓
し
て
遺
憾
な
く
，
而
か
も
此
の
現
象
は
日
本
の
革

、
新
飾
氣
風
を
象
微
す
る
も
の
な
り
こ
の
槻
察
は
當
を
得
た

も
の
で
あ
る
が
、
之
は
勿
論
大
阪
の
み
な
ら
す
我
國
全
膿

　
　
　
策
八
谷
　
　
研
究

維
薪
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
云
い
て
（
下
）

に
互
る
大
勢
で
あ
っ
て
、
舶
來
品
の
招
來
ビ
百
事
更
新
の

氣
蓮
ビ
は
密
接
の
關
係
を
有
し
、
維
新
の
大
革
命
す
ら
此

の
船
渇
求
が
直
接
大
な
る
貢
献
を
な
し
だ
も
の
ご
信
ず
る

の
で
あ
る
。
ソ
バ
何
を
意
昧
す
る
か
、
帥
ち
開
國
以
後
盛

に
楡
指
せ
ら
れ
た
兵
器
が
郎
ち
維
新
の
革
命
一
働
と
は
密

接
の
關
係
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
横
島
以
下
三
港
の
開
港
以
摩
、
兵
器
は
幕
府
各
藩
及
び

一
般
武
士
に
よ
り
貞
由
に
輸
入
購
求
せ
ら
れ
し
か
ば
、
開

港
ご
共
に
共
輸
入
は
頗
る
盛
で
あ
っ
た
ご
云
は
ね
ば
な
ら

訟
。
其
如
何
な
る
種
類
の
兵
器
が
幾
何
輸
入
せ
ら
れ
し
や

の
詳
細
に
至
り
て
は
、
素
よ
り
知
る
こ
ご
困
難
な
れ
ざ
も
、

今
試
に
小
銃
だ
け
に
就
き
、
維
新
直
前
直
後
の
分
を
英
國

青
書
に
載
せ
た
る
統
計
に
量
り
て
拾
へ
ば
左
の
通
り
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ン

　
慶
晦
響
兀
年
　
　
長
　
　
崎
「
　
　
二
五
、
八
五
〇
　
　
　
一
六
〇
，
○
○
○

　
同
　
　
二
年
－
　
長
　
　
罐
阿
　
　
　
一
コ
、
六
二
〇
　
　
　
二
七
〇
、
0
0
0

　
洞
　
三
年
　
長
　
崎
　
　
六
五
、
三
六
七
　
　
九
八
○
、
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
節
三
蹄
側
　
　
　
　
山
ハ
コ
一
　
（
四
二
五
）



大兵横長函大兵横長横　t：‘

阪庫濱li癒館阪庫？賓崎濱　研

維
新
犠
獅
後
に
曜
於
轟
り
ゐ
外
鰯
∵
貿
易
に
就
い
て
（
下
）

一〇三〇
四六六二も　　あ　　も　　も

二〇五三
八三一三
五六四三

五
八
＝
fx

九
：

さ

？

一
、
三
　
二
〇
、
○
○
〇

　
六
二
〇
、
七
三
八

一
、
六
〇
〇
、
○
○
○

　
一
一
…
二
、
七
六
六

　
五
｝
、
〇
五
八

二
八
七
、
四
五
五

六
四
四
、
七
聞
囲
三

三
〇
、
○
○
○
（
？
）
四
九
五
、
蝋
四
三

　
漁
る
べ
し
唯
小
子
丈
を
取
り
亀
僅
か
に
維
新
直
前
霞
画

数
年
間
の
断
片
的
計
歎
を
集
め
て
も
．
其
数
は
五
十
萬
憂

に
璽
ん
ε
し
其
便
は
六
百
萬
弗
に
及
ん
で
居
る
。
若
し
完

全
に
各
港
各
年
の
統
計
を
合
す
る
を
得
ば
、
倫
ほ
莫
大
の

・
高
に
上
る
べ
く
、
況
ん
や
之
は
小
銃
丈
に
し
て
．
此
以
外

に
大
砲
鐸
藥
軍
艦
並
に
歯
入
の
被
服
等
を
加
ふ
れ
ば
、
維

新
前
後
の
歯
入
貿
易
低
額
の
少
く
ご
も
二
劉
以
上
は
軍
需

品
で
あ
っ
た
こ
云
ふ
も
、
決
し
て
愚
言
で
な
い
ご
信
ず
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
六
四
（
四
二
六
）

　
此
々
額
の
兵
器
軍
需
晶
の
輪
入
は
い
か
で
か
維
新
前
後

の
言
置
ε
無
關
係
に
在
り
得
べ
き
ぞ
。
幕
末
の
諸
載
離
が

彼
の
如
く
に
し
て
戦
は
れ
魅
幕
府
倒
れ
、
其
籐
波
ざ
し
て

戌
辰
の
戦
役
を
生
せ
し
に
就
い
て
は
、
此
丘
ハ
器
輸
入
が
大

な
る
關
…
係
を
有
す
ビ
云
ふ
も
決
し
て
不
當
の
言
で
は
あ
る

ま
い
ご
患
ふ
．
、
少
く
こ
も
維
新
前
後
の
兵
働
を
し
て
、
彼

の
如
き
形
を
取
ら
し
め
し
こ
ご
は
、
一
に
こ
の
鞍
入
兵
器

の
結
果
な
り
ε
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
否
野
分
は
特
り
維

新
の
諸
戦
後
の
み
な
ら
す
、
或
意
昧
に
於
て
明
治
初
期
の

諸
内
鰐
す
ら
亦
此
兵
器
に
負
ふ
燐
頗
る
大
な
り
ご
認
む
る

も
の
で
あ
る
。

ゐ！N

　
維
新
前
後
に
於
け
る
我
外
麹
貿
易
の
成
果
は
大
凡
以
上

の
如
く
で
あ
る
が
、
更
に
之
を
約
言
せ
ん
に
、
貿
易
は
之
を

國
民
泊
濟
上
よ
り
観
れ
ば
、
正
し
く
失
敗
の
歴
史
ご
言
ひ

得
一
る
の
で
あ
っ
て
、
波
ハ
主
因
は
慕
府
…
が
其
経
港
脚
政
策
を
誤
｝

、



り
し
ご
、
経
濟
學
的
智
識
の
敏
乏
に
因
る
も
の
ビ
信
ず
る

の
で
あ
る
。
然
し
幕
府
を
し
て
斯
く
な
さ
し
め
し
遠
因
に

鞭
う
て
は
、
」
徳
川
氏
の
末
期
に
於
て
泰
西
の
経
濟
學
に
關

す
る
攻
究
が
、
我
國
民
間
に
慨
ら
れ
て
居
つ
旋
事
に
在
り

ご
思
ふ
。
蓋
し
徳
川
氏
末
期
に
簸
て
は
我
墨
入
難
中
西
洋

の
諸
學
術
を
習
得
せ
る
思
惑
か
ら
す
、
或
は
醤
學
に
於
て
、

或
は
数
學
に
於
て
、
著
名
の
學
者
輩
出
し
た
り
ε
錐
も
、
不

幸
に
し
て
泰
西
の
経
濟
學
説
に
通
じ
．
外
國
の
経
濟
事
情

を
知
る
も
の
少
な
く
、
一
朝
國
を
開
き
て
諸
外
陰
ご
通
商

す
る
や
、
朝
野
を
墨
げ
て
最
も
痛
切
な
る
當
面
の
問
題
に

配
す
る
智
識
を
善
き
し
か
ば
、
途
に
蝸
を
数
十
年
に
胎
す

に
至
り
し
も
の
こ
考
ふ
る
の
で
あ
る
。
さ
り
な
が
ら
之
を

我
國
の
政
治
上
交
化
上
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
開
國
は
掌

り
我
生
民
の
思
想
に
革
新
を
來
せ
し
外
、
貿
易
其
物
が
直

ち
に
政
治
的
革
命
の
武
器
を
供
給
し
、
瞑
り
て
以
て
振
古

未
曾
有
の
無
紋
的
更
新
を
候
忽
の
間
に
成
し
凌
げ
し
も
の

こ
信
ず
る
か
ら
、
此
意
味
に
而
て
維
新
前
後
の
外
國
貿
易

が
我
難
民
に
寄
輿
せ
し
カ
の
頗
る
甚
大
な
る
を
戚
ぜ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。
（
完
）

銅
劔
銅
鉾
に

就
い
て
日

梅
　
原

末
　
　
治

七

さ
て
銅
剣
銅
鉾
の
埋
没
状
態
を
調
べ
て
見
る
ご
何
入
も

　
第
入
巷
　
　
研
　
究
　
　
鋼
創
銅
鉾
に
就
い
て
（
三
）

容
易
に
其
の
間
に
異
な
っ
た
二
種
の
遺
跡
の
あ
る
の
を
氣

付
く
事
で
あ
る
Q
郎
ち
一
は
古
墳
ご
認
め
ら
る
、
馨
造
物

内
か
ら
見
出
さ
る
、
も
の
で
、
他
に
鏡
や
土
器
や
玉
類
な

　
　
　
　
　
　
、
第
三
號
　
　
　
六
五
　
（
四
二
七
）


